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統合失調症のご家族への心理教育

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師　東京都精神医学総合研究所　白石　弘巳

＜家族の期待と専門家の維持＞

・家族は良くする方法を知りたい　　　「どこかにもっといい方法があるはず」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「自分が勉強すれば良くなる」

・専門家は悪くしない方法を伝えたい　「家族の感情提出」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「薬の重要性」

＜心理教育の目的＞

①専門家と家族が分かりあう事

　・共感の重要性　　～　　家族の感じていること新しく感じている方が良いこっちが勉強となったと思わなければ相手も思わない

　・Ｌｅａｖｎのプロセス　～　まずは聞く、どう感じたか、良く分かったか

　　　　　　　　　　　　　　　こういうやり方はどうですか→相手に聞く→こうしていくと決める

　　　　　　　　　　　　　　　「○○しなさい」ではなく→こういう方法はどうですかと家族に問う

　　　　　　　　　　　　　　　体験を通じて何かを感じて頂く

◎心理教育で忘れがちな事

　・そもそも家族はどんな人？

　・本当に必要な情報は何か？

　・家族が求める接し方の吟味は？

・専門家は心理教育を通じて家族にどんな人たちになって欲しいのか？

◎心理教育は専門家が学ぶ場でもある

　回復した家族のあり方

1 病気に対して：障害を残したり、完治しない可能性があることを知っている。一方で、何とかなる　　　　　　　　　　　　

という希望、何とかしたいという意思を持っている

2 本人に対して：優しさや暖かさを持っている。一方で厳しさ併せ持っている。

3 専門家に対して：専門家のサービスに感謝の気持ちを持っている。一方で不安、不満、要求を表明　　　

することができる。

4 自分に対して：本人に関わる決意を持っている。一方で自分の人生の目標や楽しみを追求すること　　　

ができる。

5 社会に対して：本人のため不必要なことは言わない。一方で、必要なことは言わない。一方で、必　

要なら、本人のために行動し、要求を出す力、社会的活動を行う力を持っている。


　　　　　　　　　　　　　　家族教育の目標

　　◎統合失調症の方の辛さ

　　・刺激に対して適切に反応出来ない

　　・不安にとても弱くなっている

　　・強い刺激には敏感に反応する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本人だって　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　・通常の刺激では反応出来ない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辛いとうい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　・疲れ易い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事を分かっ

　　・こうした辛さを回避しようとする行動が時としては問題になる　　　　　　　　　て頂く

　　　　　ひきこもり、煙草の吸い過ぎ

　　

　　◎家族と専門家の交流会

　　・家族の希望に添う事を目標として運営

　　・丁寧に家族の質問に答え、意見を聞く　　　　　　　　　　　　　　　私達の話を

　　・ボランティア専門家の姿勢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聞き耳を傾

　　・中立的、セカンドピニオンの提供　　　　　　　　　　　　　　　　　け受け止め

　　・専門家も勉強となり「変化を楽しむ」　　　　　　　　　　　　　　　て家族が変

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わるのを待つ

　②経過の多様性を伝えること

　・統合失調症という病気は良い経過を取る場合も悪い経過を取る場合もある事

　・今が悪くても改善する可能性を常に秘めていること、今が良くても安心出来ないこと

　・だから学び続ける必要があること

　　◎精神障害者の6つの闘い

　　　・症状の闘い

　　　・薬の副作用の闘い

　　　・よりよい治療を確保する闘い

　　　・日常生活の基盤を確保する闘い

　　　・社会の偏見との闘い

　　　・自分との闘い

　③家族が安心に近づくこと

　・今まではだめという考えではなく、今のままでいいというところから出発して希望を持てること

　・患者様も希望を持つ事が大切であることを分かってもらうこと

　　◎回復の心理的過程

　　　今のままで大丈夫という気持ち

　　　治療を受けることで得る安心感→納得できる説明

　　　家族一員としての役割

　　　家族以外の人とのパイプ（細くても）

　　　目標の発生

　　　一歩出す勇気が出る

　　　人付きあいの経験を積む

　　　試行錯誤が当たり前

　　　これも自分の人生と言えること

　　◎家族が安心を生み出すこと

　　　家族の感じ方、これまでの行動、現在できないことなど「ノーマライズ」する

　　　病気に関して的確に情報を伝える

　　　家族が現在行っている事に関して肯定的な意味を伝える

　　　どんなことであれ質問に丁寧に答える

　　④家族の力をみつけてもらうこと

・それは出来ることを行い出来ない事は援助を求めることの出来る力

　・力とは自分のコントロールであって他人のコントロールではないこと

・患者さんも同様にして力をつける事ができる事を伝える→専門家も同じ

◎専門家の姿勢

　・専門家は家族ができること見守り余計なお節介をしないようにするその人なりのやり方を尊重する

　・同時に心理教育をきっかけとして自分が行うべき役割を家族に提示し、家族が出来ない事に対してはこれに応じる事を覚悟する必要がある

	操作
	　　　直面化

	養育的態度
	エンパワーメント


対人支援の４つのあり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　何をする必要があると

あれしなさい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本人の決断を迫る

理由を言わず





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　誉める

　　　　　　　叱る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本人がこうしたいというのを

　　　　　　　子育ての　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本人が出来ないため支援する

　　　　　　　よう　　

『考察』

  　当院では統合失調症のご家族へ家族教室を実施していますが、専門職として何か伝えなければ、言わなければと思ってしまいがちであるが、参加した方自身が納得出来なければ、やれと言われてもやってもしょうがないと思えば、行わないと思う。自分がこうしてみようかなと思わなければ実施出来ないと思う。

家族は家族なりに何かを感じているし、こうしたいという希望や考えを持っている。その中で話を聞き、スタッフも参加者と共に一緒に取り組むということを考える事が大切である。

　以前研修に参加した際、御家族は困難を抱え参加されている方が多く、今までの体験からどうしても悪い方へと考えがちとなる。しかし、グループの中では「悪い面」よりも「良い面」に注目する。明るい話題を出すという事で、場の雰囲気を和やかにし、気軽に話せる環境を作ていく。最初からなかなか「良かった事」を話せる方は多くないと思うが、そこでスタッフがモデルとして「良かったこと」「うれしかったこと」を言う。大きなことより小さなことでも十分である。と話しがあった。その様にまずは、ここに参加する事で話を聞いてもらえる。自分の事を、分かってくれるなど感じて頂き、その様な場が提供出来るよう私達は考えていかなければならないと思う。患者様を抱えながら生活をし、ストレスや不安を感じている御家族にとって家族教室などに参加する。家から出て他の人と話しをするという事は、すごく大変なことだと思う。来てくださったというねぎらいの気持ちを示して行くことが大切である。緊張もされている。安心出来る場、リラックス出来る様な配慮をしていく必要がある。

御家族は自分の事よりも患者様の事を話す事がある。自分の事を話して頂き、自分がどうしたいか、どうなりたいかと言うこと「そういう時どうされますか」と御家族自身がどう対応したかと言う部分を聞いていく。他の参加者の方へも「この方はこう対応したとの事ですが、あなたならどうされますか」と言うように皆さんにも聞いていく方法。どういう行動をとったのか、どうすると良いかと言う部分に注目していく。

自分にはすでにやれている事があるということに気付いて頂けるような関わりをしていくことも大事なのではないかと思う。出来る事からが大切である。まず何が自分達で出来るか？実現できそうな、小さくて具体的な目標を見つけて頂く様に御家族自身が気づけるようなきっかけを私達は作る事が大事なのではないかと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　










